
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月５日（木）に乃木公民館で今年２回目となる「親楽ファシリテーター養成講座」を開催しました。当日１名の

欠席がありましたが、５名の参加者の方に「親楽プログラムとは？」「親楽ファシリテーターの役割は？」について学

んでいただきました。最初の「親楽プログラム体験」では、現役ファシリテーターの高橋さんに親楽を実演してもらい

ました。当日、乃木公民館の職場体験に来ていた高校生も参加し、『聞く耳って、どんな耳？』というプログラムを一

緒に行いました。親楽には、親対象でなくても実施できる内容がたくさんあります。保育園での職員研修にも親楽を

活用しましたので、下に紹介します。 

 

５名の方が当日参加されました。 高校生３名が職場実習で公民

館に来ていたので、親楽を体験し

てもらいました。 

○ねらい 

初対面の保護者さんどうしをつなぐ。 

○テーマ 

「わが子への関わりで大切にしたいこと」 

○内容：自分の考え【例えば：あいさつを

する・靴をそろえるなど】をカードに書

き、みなさんと意見交換をする。 

≪参加者の気づき≫ 

☞来年、少ししゃべったことのある保護

者さんがいて安心。 

☞同じ考えの方がいてうれしい!また

は、その考え方いいな。 

８／２９(火）になかよし保育園の職員研修で親楽を

実施しました。そのときの内容を紹介します。 

○ねらい 

子どもへの思いの伝え方について、場や状況に適し

たよりよい伝え方について考える。 

○テーマ 「心に響く伝え方」 

○内容：ある場面を想定して、保育士役が子ども役に

対して、３つの台詞言われてどう思ったか、意見交

換をする。 

≪参加者の気づき≫ 

☞子どもに寄り添った言葉かけが大切と感じた。 

☞言い方によっては、子どもに思いが伝わ 

らないと感じた。 

※詳しい内容は、親楽ファシリテーター通 

信「Studio”F” No.3」に載せています。 

午前は親楽体験・講義、午後は

実際にファシリテーターになって

演習をしました。 

親楽HP QR コード → 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

生涯学習課（山田祐司） 

TEL  55-5288 
FAX  55-5543 
E-mail:s-kikaku@city.matsue.lg.jp  E-mail:manabi@city.matsue.lg.jp 

お気軽にご連絡ください！ 

学校教育課 

 学び推進係（林 和博） 

TEL  55-5341 
FAX 55-5251  

バックナンバー

はこちらから 

 『ふれあいジャガジャガ交流会』が、9/12 と

10/10 に実施されました。中央小２年生と白潟地区

社協、朝日地区社協、それぞれの地域のボランティア

さんが、ジャガイモの植え付けから収穫まで一緒に

交流します。また、この取組は１６年目になりました。

今年度は、久しぶりに収穫したジャガイモでカレーを

作って、みんなで食べようと計画されています。 

 

 『じゃがいも大作戦』が、9/12 と 10/10 に実施さ

れました。城北小２年生と城北公民館、地域のボラン

ティアさんが一緒に活動するこの取組は１９年目にな

ります。この活動は 9 月の植付け、10 月・11 月の観

察会、12 月の収穫・感謝する会となっています。子ど

もたちは地域の方を「名人さん」と呼び、たくさんのこ

とを教えてもらい、活動しています。 

 小学校３年生を対象としたしじみ漁の体験授業

が宍道湖漁協の協力で行われました。昨年度は、

コロナ過のため、出前授業のみでしたが、今年度

は体験授業が復活しました。毎年希望が多いので

すが、今年度は６月から１０月にかけて、１３校約６

３０名の児童が体験しました。しじみ漁がどのよう

に行われているかを体験的に知ることができると

ともに、宍道湖の自然について、改めて考える契機

になったようです。 

 

  
写真提供：忌部小学校 

 松江市消防団では、小学校３

年生向けの出前授業を行ってい

ます。毎年、希望は多いのですが、

なかなか全ての学校には対応で

きないのが現状でした。そこで、

小学生向け消防団副読本「地域

を守る消防団のしごと」が作成さ

れました。この副読本は「消防団 

の詳しい内容を写真や短い文書で説明」「QR コードを掲

載し、動画にもつながる」「副読本のデータはホームページ

にもある」とのことです。このような取組は、 

あまり例がないとのことで、更なるふるさと 

・キャリア教育につながればと思います。 

 消防団副読本HP QR コード → 

mailto:s-kikaku@city.matsue.lg.jp
mailto:manabi@city.matsue.lg.jp

